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持できることがわかる。つまり厳しい腐食環環境（例
えば海塩や湿気の影響を受け易い海岸地帯の軒下な
ど）でも、その高い耐食性を如何なく発揮できる可能
性を示している。
　図4および図5に曝露評価結果の一例を示す。図4は
沖縄の極海岸至近の軒下に2年間曝露したガルバリウ
ム鋼板®とエスジーエル®の平面部の写真である。ガ
ルバリウム鋼板®は平面部に白錆の発生が多く見られ
腐食が進行している。また、腐食減量測定のためにサ
ンプル全周にシール塗料を塗布していたが、その塗膜
下での腐食も進んだため、塗膜が剥がれ、端部からの
腐食も進み一部赤錆が発生している。
　これに対しエスジーエル®の平面部は、光沢低下は
あるもののほとんど腐食しておらず、シール塗膜も健
全で塗膜下での腐食の進行もほとんどないものと思
われる。また図5はガルバリウム鋼板®とエスジーエ
ル®を軽量型鋼に加工し、リベット止めしたものを海
岸至近の軒下（試験小屋内）に3年間曝露した写真であ
る。ガルバリウム鋼板®ではリベット部や端部を中心
に赤錆が広がっているが、エスジーエル®はほとんど
腐食が進んでいない。このようにエスジーエル®は特
に腐食環境の厳しい場所での耐食性に優れることが
実証されている。
　エスジーエル®は塗装鋼板用の原板としても優れた

耐食性を発揮する。図6にそのCCT試験結果、図7に壁
に施工して軒下環境で評価した曝露事例を示す。詳
細な説明は割愛するが、いずれもエスジーエル®の耐
食性が優れていることがわかる。
　また、成形性や特有のスパングル外観、耐熱性、熱反
射性、溶接性はガルバリウム鋼板®と同等であり、これ
まで通りのご使用方法で何ら問題なく、使い勝手を維
持している。

4.  エスジーエル®の耐食性向上メカニズム

　図8にエスジーエル®のめっき層断面写真を示す。
エスジーエル®のめっき層には、ガルバリウム鋼板®

めっき層と略同量のアルミニウム、亜鉛、シリコンに
加えマグネシウムが約2%添加されている。このマグ
ネシウムは、ガルバリウム鋼板®やエスジーエル®の
めっき層の特徴である亜鉛リッチ相とアルミニウム
リッチ相からなる三次元網目構造中の亜鉛リッチ相
中に濃化、共存していることがわかる。
　図9に塩害地の軒下など特に厳しい腐食環境でのエ
スジーエル®の耐食性向上メカニズムをガルバリウム
鋼板®との比較で説明した模式図を示す。図9の個々の
図はめっき層の断面を示し、中央からやや左側でめっ
き層から地鉄に達する傷を付けた状態を示している。
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図６ カラー鋼板の複合サイクル腐食試験結果
（平面部、カット部）

（塗膜：汎用ポリエステル、試験方法：JIS H8502、500 サイクル）
図７ 塗装鋼板曝露評価結果

（塗膜：汎用ポリエステル、新潟県佐渡市、塩害地軒下環境、３年）
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　ガルバリウム鋼板®は、腐食の過程でまず亜鉛リッ
チ相が選択的に溶解し、腐食生成物となって失われて
いく（犠牲防食作用、上段右図）。その後、一般的な腐
食環境であれば、その亜鉛リッチ相が溶解した後の空
隙に、アルミニウムリッチ相から溶出する腐食生成物
が充填される（自己修復作用、下段左図のイメージ）。
このアルミニウム系の腐食生成物は緻密で保護性が
高い為、それ以上めっき層の溶解、腐食が進まず、長期
に耐久性を維持することができる。しかしながらガ
ルバリウム鋼板®は、厳しい腐食環境になるほど、亜鉛
リッチ相の溶解速度が高まり、アルミニウムリッチ相
から溶出する腐食生成物で空隙が充填される前に腐
食が進行し易いという問題があった（下段右図）。
　一方でエスジーエル®も、ガルバリウム鋼板®と同様
に亜鉛リッチ相が選択的に溶解し腐食生成物が発生
するが、共存するマグネシウムの効果で、発生する腐
食生成物が緻密で保護性が高い為、厳しい腐食環境で
も溶解速度が抑制（亜鉛による犠牲防食作用も維持、
上段左図）され、本来の耐食性強化機構であるアルミ
ニウム系腐食生成物の充填による保護作用（自己修復
作用、下段左図）が発揮されることで、厳しい腐食環境
でも耐食性を維持、向上することができると考えられ
る。特に亜鉛による犠牲防食作用が長期に維持され、
且つ保護性が高い腐食生成物の皮膜ができやすいた

め、地鉄がむき出しになり易い切断端部や疵部の耐食
性が飛躍的に向上している。また耐アルカリ性も強
化されており、冒頭で述べた将来起こる可能性のある
環境変化などへの対応力も高い。

5.  おわりに

　新しい高耐食溶融めっき鋼板エスジーエル®につい
てご紹介してきた。建材用のめっき鋼板、カラー鋼板
は軽量で加工しやすく、耐久性にも優れた「使いやす
い建材」であるが、国内の建材市場のシュリンクによ
り需要量は減ってきている。これに歯止めをかけ、更
には需要を伸ばすためには、技術開発によって顧客に
喜ばれる新製品を開発するとともに、新たな需要を開
拓することが必要と考えており、ご意見やご要望をお
寄せいただければ幸いである。

 
図８ エスジーエルのめっき層断面写真 

 

 
 
 

  
 
 
 
 
 

  
エスジーエル           ガルバリウム鋼板 
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